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５） 本種の体制は ｢ 頭部 6体節 +胴部 26節 +尾節 ｣と理解される。
６） 節足動物の頭部における前触角体節の存在は，広く受け入れられているものの証左は不足していたが，
本種において当該体節を規定する付属肢および腹器を確認した。
７） 本種の頭楯上唇は，単一の頭楯および対をなす上唇に由来する，二元起源であることが明らかになった。
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今後，節足動物の頭部体節制を議論するうえでの重要な論拠を提出した。
８） 本種の背板は，胚盤葉に直接由来する背膜および胚帯の付属肢背方領域に由来する，二元起源であるこ
とが明らかになった。これは他の多足類と同様であり，節足動物における祖先的な状態と考えられる。
９） 本種の腹板は，付属肢亜基節の腹側成分，腹器の痕跡である腹板原基および腹膜に由来する，三元起源
であり，多足類において，亜基節要素が腹板形成ヘ参加することを初めて明らかにした。
10） 本種の側板は，腹板形成に与らなかった付属肢亜基節領域由来であることを初めて明らかにし，これ
まで様々な議論があった唇脚類の側板の起源ヘの明確な言及を行った。
11） 唇脚類は，発生過程においても多くの祖先形質をとどめる，原始的系統群であることが示された。一方，
多くの形質は，多足類の単系統性ならびに多足類（少なくとも唇脚類）と六脚類の類縁性に再考を迫
るものである。特に，クムルスを伴う胚帯形成は，これまでに比較形態学的・比較発生学的に言及の
ない，唇脚類と鋏角類の類縁を示唆する可能性もある。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　佐久間氏は，唇脚綱オオムカデ目セスジアカムカデの発生過程を形態学的に検討し，唇脚類，多足類なら
びに節足動物の基本体制を考察，当該動物群の系統進化を再構築するうえで重要な比較発生学的，比較形態
学的議論を展開した。唇脚綱は，その推測されている原始性から，上記のような系統学的議論においてたい
へん重要であるにもかかわらず，研究の困難さから発生学的研究は十分になされていなかった。この点から
も，同氏の研究はきわめて注目すべきものである。研究により，多足類ないしは節足動物の基本体制等の再
構築において普遍化の可能性のある特筆すべき議論を提供し，また，従来，比較発生学的，比較形態学的に
まったく言及のなかった多足類（唇脚綱）と鋏角綱との共通性を示唆，また，多足類ならびに欠第二触角類
（＝多足類 +昆虫綱）の単系統性に再考をもとめた。本研究の一部は一報の原著論文，一報の短報としてす
でに発表されているが，Evol.Dev.などの国際誌の論文の中で重要な比較発生学的・形態学的成果として評
価され引用されている。本研究は当該分野の今後の発展に大いに資する，純比較発生学的，比較形態学的手
法による労作である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
　
